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研究実績 

の概要 

モデル検査は網羅的かつ⾃動化された証明を可能とする⾮常に強⼒な技術であり，ツ

ールとしての実装も数多く公開されているが，技術的な障壁の⾼さから，その利活⽤

は⼗分に進んでいない．モデル検査ツールを利⽤するには専⽤のモデル記述⾔語で検

査対象のシステムを記述する（モデル化する）必要があるが，これは Cや Javaなどの

プログラム⾔語とは違った意味論をもつため，多くの技術者にとってシステムのモデ

ル化作業は⾮常に困難である． 

こうした問題を解決するため，本研究では，モデル検査技術を⽤いて組込みソフトウ

ェアの不具合を⾃動的に検出するための⼿法を開発した．さらに，ビジュアルプログ

ラミングを⽤いたモデル検査ツールのインタフェースを開発した． 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

まず，モデル検査を⽤いてソフトウェアと要求仕様の整合性を⾃動判定するための⼿

法を開発した．モデル検査は，システムを状態遷移グラフとしてモデル化して，その

網羅的探索に基づいてシステムが与えられた性質（検査式）を満たすか否かをアルゴ

リズム的に判定する技術である．本研究では，UML のシーケンス図による⾞載組込み

ソフトウェアの設計記述をプロセス代数表現 CSP で表現した上で，モデル検査ツール 

FDR を⽤いて整合性検証を⾏うための⼿法を開発した．この成果については，IEE論⽂

誌に掲載されている[1]． 

 

また，こうした組込みソフトウェア検証技術の導⼊を推進するための検証⽀援環境の

開発を⾏った．特に，モデル作成にビジュアルプログラミング技術を応⽤すること

で，導⼊コストの削減を実現している．ビジュアルプログラミングとは，テキストを

⽤いるのではなく画⾯上にオブジェクトを配置することでプログラミングを⾏う環境

で，直感的なプログラム作成に有⽤である．本研究では，モデル検査ツール nuXmv へ

の⼊⼒モデルをビジュアルプログラミングで作成可能となるよう，⾔語の設計を⾏っ

た．さらに，提案したビジュアルプログラミング⾔語をグラフベースのプログラミン

グ環境 Node-RED 上へと実装した．この成果については，国際会議 GCCE にて発表し

ている[2]． 
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